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我が国の古代鉄生産の歴史を考 える うえで,中 国や朝鮮 半島の製鉄史の理解 が不
可欠で あることは言 うまで もない。それ は弥生時代 の鉄器や 素材,そ して古墳 時代
に開始 された と考 え られてい る製鉄技術 は,中 国や朝鮮 半島か ら移入 された と考 え
られてお り,近 年,こ れ らの様相 が発掘調査の成果 によ り一層具体的にな りつつ あ
る。
中国にお ける製鉄遺跡の研 究は,1956年 に楊寛が著 した 『中国古代冶鉄技術 的発
明和発展』が草分 けであろ う(1)。同書 は文献資料 に基づ く研究が主な内容 となって
いるものの,冶 金技術 の発達史 として体系的 に検討 がな されてい る。1982年,揚 寛
は瓦房庄製鉄遺跡や鞏県鉄生溝遺跡 な どの資料 を加 え前掲載書の改訂版 とも言 うべ
き 『中国古代冶鉄技術発展 史』 を著 し(2),中 国の製鉄遺跡 の研 究の礎 を築 いた と言
ってよい。
1970年 代以降は,現 在の河 南省文物研究所 と北京鋼鉄学院(現 北京科技大学)と
の共同研究が活発 になる(3)。1978年,北 京鋼鉄学院か ら 『中国古代冶金』が出版 さ
れた(4)。そ の特徴 は,鉄 生産技術 のみな らず非鉄金 属の技術史 にも及 んでいるこ と
と,化 学分析デー ターが掲載 されてい ることである。その後,こ の研究成果 は,1986
年 に論文集 『中国冶金史』に集約 され る(5)。また,過 去 の発掘資料が再検討 され る
な ど(6),考 古学 的研究 に加 えて 自然化学 的な検討が加 え られ,飛 躍的な成果 をあげ
ている。
我 が国で は潮見浩が早 くか ら中国製鉄遺跡 の研究に着手 し,1982年 に 『東アジア
の初期鉄器文化』 を著 してい る(7)。また,大 澤正 己は,日 本列 島か ら出土 した鉄器
の金属 学的分析 を行 い(8),中 国にお ける鉄 生産技術 を検証 しているこ とは,今 後の
研 究に大 き く寄与す るもの と考 える。
ここでは,こ れ ら中国の製鉄遺跡研究の到達点 を把握 し,併 せてい くつかの問題
点 を指摘 したい。具体的には次 の事柄 について述べ ることにす る。
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(1)製 鉄遺跡の概要 について
(2)製 鉄技術史研究 の現状 について
(3)課 題 と展望につ いて
1.製 鉄 遺 跡 の 概要
これ ま で,中 国で は70余 りの遺 跡 が紹 介 され て い る。そ の一 覧 は別 表1-1,2,3に
示 した とお りで あ り,こ の うち主 要 な遺 跡 につ い て 次 に記 す 。
(1)酒 店 製 鉄 遺跡(9'10)
酒 店 製 鉄 遺 跡 は,鄭 州 市南 方 約200kmの 西 平 市酒 店 に あ る。黄河 の支 流 とな る棠
渓 河 の上 流 域 に展 開 して い る。 現在 は棠 渓 河 が堰 き止 め られ,潭 山水 庫 とい う小 さ
な ダ ム に よ り大 半 は水 没 して い る もの の,ダ ム の 両岸 に 良好 な状 態 で残 って い る。
遺 跡 の面 積 は28,000㎡ に及 ぶ 大 規模 な もので あ る。これ まで 戦 国 時代 か ら漢 代 の 陶
器 片,鉄 滓 そ して 炉 壁 片 な どが発 見 され,そ の包 含 層 の厚 さは5mに も及 ぶ とい う。
炉 は,馬 蹄 形 で 遺存 状 態 は きわ めて 良好 で あ る。炉 内 部 の状 況 は,炉 底 か ら40cm
位 ま では 黒 っぽ い還 元 色 を示 してお り,そ れ よ り上 部 は,赤 褐 色 を呈 し強 い熱 に よ
図1河 南省の主 な遺跡
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り溶 解 して い る。 ま た,そ こに は木炭 の痕 跡 が 見 られ た こ とか ら,製 錬 に用 い られ
た燃 料 が木 炭 で あっ た こ とが確 認 で き た。 一 見 す る と我 が 国 の 「竪 形 炉 」 に酷 似 し
て い る。
目測 に よ る炉 の規 模 は,内 径 が1m,炉 高 が2m,炉 壁 の厚 さが30cm位 で あ る。
炉 の構 造 か ら戦 国 時 代 も し くは漢 代 に操 業 され た と考 え られ る との こ とで あ る。
な お,西 平 市 及 び 隣接 す る舞 鋼 市 で は,こ れ ま で8地 区に お いて 製 鉄遺 跡 の存 在
が確 認 され てお り,古 西平 製 鉄 遺跡 群 と呼 ばれ て い る。
(2)古 榮鎮 製 鉄遺 跡(1112)
古 榮 鎮 は鄭 州 市 の 西 北20数:kmに 位 置 し,漢 代 の城 域 の西 門外 に あ る。遺 跡 の総
面積 は約120,000㎡ と推 定 され て お り,こ れ ま で1,700㎡ が発 掘 され,前 漢 中期 か
ら後 漢 ま で の遺 構 と遺 物 が確 認 され て い る。東 西 に並列 す る高 炉2基 が確 認 され た。
炉 内 の横 断 面 は楕 円 形 で,長 径4m,短 径2.7m,深 さ は0.6mで あ る。 炉 の前 方 か
ら9個 の鉄 塊 が発掘 され,総 重 量 は100tで あ った 。 うち1号 鉄 塊 は重 さが20t余 り
で楕 円形 で あ る。形 状 は1号 炉 床 と概 ね合 致 す る。 底 には耐 火 材 料 が 付着 し,上 部
には外 向 き に傾 斜 した鉄 柱 が残 る。炉 の推 定 規 容積 は約50㎡ で,1日 あ た り500～
1,000kgの 鉄 を産 出 してい た と考 え られ てい る。
溶 鉱 炉 の 北側 には,均 等 に砕 か れ た赤 鉄 鉱 石 の 堆積 が約3,200t確 認 され た。1個
の 大 き さは2～5cmで,金 槌,石 台,石 槌 等 も 出 土 して い る。分 析 の 結果,赤 鉄 鉱
石 は 比較 的 良好 で,鉄 分 が48～53%含 まれ る とい う。
この ほ か,井 戸,鋳 型 焼 成 炉,コ の 字型 築 地 塀,四 本 柱跡 の あ る土 抗,磚 製 作 跡
な ど製 鉄 遺 跡 を構 成 す る遺構 が確 認 され て い る。 ま た,鉄 塊 や 炉 壁 に残 され た木 炭
は,ク ヌ ギ で あ り,製 錬 に は木 炭 が 使 用 され た こ とが 明 らか で あ る。 練炭 も発 見 さ
れ て い るが,こ れ は 工 人 た ちの生 活 用 と考 え られ て い る。
主 な遺物 の 中 で,目 を引 くの が大 量 の 陶製 送 風 管 で あ る。 内外 に は縄 状 の模 様 が
あ り,内 径26cm,厚 さ1cm,残 存 長1m余 りで,直 線 的 な もの と湾 曲 して い る も
の が あ る。
鉄器 は300点 余 り出土 して い る。3分 の2が 鋳 造農 具 で,残 りが 工具 や歯 車,車
軸 等 で あ る。10点 余 りの 鉄器 に は 「河 一 」 の銘 文 が あ った こ とか ら,河 南郡 第 一 鉄
官 跡 と され て い る。
金 属 学 的 分析 の結 果,白 銑,鼠 鉄,鋼 製 品 が含 まれ て い る こ とが判 明 した。 そ の
ほか には,長 さ19cm,幅7～10cm,厚 さ0.4cmの 台形 薄 型 鉄板,数10kgが あ る。
明 らか に鋳…造 に よる継 ぎ 目が あ り,0.1～0.2%の 低 炭 素 鋼 で あ る。
鉄 滓 は調 査 地 点 の各 所 に堆積 してお り,二 つ に 分類 で き る。 一つ は正 常 な操 業 の
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結 果 生 成 され た滓 で,断 面 はガ ラス状 を呈 す 。 も う一つ は,還 元 に失 敗 した 滓 で,
全 体 の滓 堆 積 の約2分 の1を 占 め る こ とか ら,必 ず しも安 定 した操 業 状 態 で は な か
っ た とされ る。
図2古 榮 鎮1号 製 鉄 炉 復 原 図(19)
表11号 鉄塊の化学分析結果
サソプル採取位置 化 学 成 分(%)
C Si Mn P s
湯 口 方 向 3.97 0.28 0.30 0.264 o.07s
湯 口 の 反 対 側 4.52 0.19 o.ao 0.239 0.111
鉄 瘤 下 部 1.46 0.38 0.14 0.121 0.025
鉄 瘤 上 部 0.73 0.07 o.os 0.057 0.034
注)首 都鋼鉄公司セ ンター試験 室の分析による
(3)瓦 房 庄 製鉄 遺 跡(13)
南 陽市 の 北 方郊 外 に位 置 し,漢 代 の宛 城 城 壁 の 内側 に あ る。 近 くに銅 製錬 遺 跡 と
陶器 生 産 遺 跡 が あ り,全 体 で28,000㎡ の規 模 を持 っ。1954年 に調 査 に 着 手 し,1960
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年 ま で に4,864㎡ を発 掘 して い る。 遺 跡 は4層 に 分 かれ て お り,第1層 に前 漢 時代
と後 漢 時 代 の製 鉄 遺 構 が あ る。第2層 は,西 周 時 代 の層 とな るが,こ の層 に は製鉄
の痕 跡 は認 め られ ない 。
前 漢 時代 の層 で は,製 鉄 炉4基,送 風 装 置 跡1基,井 戸9基,水 池3個 が確 認 さ
れ,炉 体,炉 の 基礎 部 分 や 大 型鋳 造 のた め の地 面 に作 られ た鋳 型 跡 が残 って い る。
遺 物 に は,送 風 菅 の破 片,鋳 型,鋳 型 締 金 具,鉄 器 は農 具 が圧 倒 的 に 多 い。 そ の 中
に鉄 器 の破 片 が あ る こ とか ら,古 い 鉄 器 を再 利 用 して い た と考 え られ る。 また,銅
器 の 中 に,五 朱銭7枚 と大 泉 五十 銭1枚 が あ る。
後 漢 時代 の層 で は,製 鉄 炉5基,鋳 型 焼 成 窯3基,焼 鈍 し炉1基,鍛 冶 炉9基,
井 戸2基,磚 敷 道 路1条 な どが確 認 され て い る。 遺 物 は,鋳 型,鉄 器 と も前 漢 時代
よ り多 い。
図3瓦 房 庄 製 鉄 炉 復 原 図(12)
(4)鞏 県鉄 生溝冶鉄遺跡(14)
河南省鞏 義市 中心街か ら南方20kmの 鉄 生溝村 にある。2万 ㎡の規模 を持つ漢代
の製鉄遺跡。1958年 に発掘調査 され,製 鉄 炉8基,鍛 冶炉1基,脱 炭炉1基,炒 鋼
炉1基,陶 製鋳型窯ll基 な どが検出 され ている。遺物 には鉄滓や送風管のほか陶製
鋳型,鉄 製鋳型,鋤,双 钁,犂,鍬,釘 な どの鉄器 が出土 してい る。
原料は付 近で採掘 した赤鉄鉱や褐鉄鉱 を用い,海 綿鉄,銑 鉄,脱 炭鋼 などの生産
を行 ってい る。脱炭炉や炒鋼炉の存在 は,鉄 器や鉄滓 の金属学的分析 によ り球状黒
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鉛や酸化 カル シウムが確認 された こ とな どか ら,優 れた焼 き鈍 し技術 が完成 してい
た ことを示す ものであ り,製 鉄技術史上注 目され る。 また 「河三」の銘 を もつ鉄器
が出土 していることか ら,漢 代河南郡の第三官営工房 であった と考 えられ ている。
脱 磯 炉(T12炉11)
平 、剖 面 圏
1.平 面 圏
2,西 剖 面 團
3.炉 瞠 北剖 面 圏
4.炉 瞠 口北 剖 面 圏
図4鞏 県鉄生溝製鉄遺跡脱炭炉
表2鞏 県鉄生溝遺跡出土鉄器化学分析表(13)
序号 原 編号 鉄器名称
元 素
金 相 錏 爨 資料来源
C Si Mn P S
生鉄板 4.12 ﾟ.27 0.125 0.15 0.043 未栓詮 0
鉄 鈩 ● 2.57 0.13 o.is o.4ss 0.024 未栓瓰 0
9 T12畿16 残鉄 伊」 3.55 0.09 0.12 0.40 0.022 違共晶白口鉄 O
21 T5842 鉄 抉 4.0 0.42 0.21 4.41 0.07 麻口鉄 0
23 T1327 鉄 片 3.80 0.22 0.09 0.48 0.040 茨口鉄 0
42 T4=1 鉄 鑁 z.ss 0.16 0.04 0.29 0.048
「
可鍛鋳鉄(球 状石墨) 0
44 Tユ4326 双歯钁歯 3.30 0.09 o.io 0.24 0.030 脱磑鋳鉄
悦明,1・ 北京 鋼鉄 学院 中心化 験室分 析 。
2.資 料 来源 、① 《我 国古 代蘇鉄 技ボ 》,《化 学通扱 》1978年2期 。
② 《美于"河 三"遺 址 的鉄器 分析 》,《河南文 博 通珮 》1980年4期 。層
③丘 亮輝 、《古 代展性 椿鉄 中的球 墨 》,1981年 中 国古代 冶金 国豚付槍 会槍文 。
(5)鹿 楼 製 鉄 遺 跡(15)
鄭 州 市 の北 方 約150kmの 鶴 壁 市 鹿 楼 に あ る。1960年 に遺 跡 の存 在 が確 認 され,
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1988年,鶴 壁 市 文 物 工 作 隊 に よ り415㎡ が発 掘調 査 され,1997年 に報 告 書 が 刊行 さ
れ て い る。 製 鉄 に 関す る遺物 は戦 国 時 代 中期,同 晩期 そ して漢 代 の層 位 で確認 され
て い るが,い ず れ か らも製 鉄 炉 な どの 遺 構 は確 認 され てい ない 。
戦 国 中期 の遺 物 に は,鋤,双 钁,鼎 な どの 鋳型 と送 風 管,炉 壁 な どが あ り,戦 国
晩 期 の 遺物 に は,鋤,双 钁 な どの鋳 型 や 鉄 器 が 出 土 してい る。 そ して,漢 代 の 遺物
に は,犂,钁,鎌,斧,刀,錐,鈎 な どの 鉄器 及 び鉄 板 とこれ らの鋳 型 が 出土 して
い る。
(6)輝 県市共城製鉄遺跡(16)
正式な報 告はない。戦国時代 と漢代 の遺物約50点 余 りを見せていただいた。漢
代 の遺物が8割 ほ どを占める。戦 国時代 の遺物は,鋤 及び双钁の鋳型 な どがあ り,
漢代 のものでは,鉄 器が16点(壷 型容器1点,鋳 …型固定金 具2点,鋳 造鉄板13点)
鋳型 は鉄板 の ものが多 く,鋤 な どの鋳型 が少 ない。 注 目され る遺物 として河内郡の
鉄官 を意味す る 「内二」 の文字が鋳込 まれ た鉄製 の壺型容器 がある。
2.製 鉄遺跡研究の現状
中国にお ける製鉄遺跡 の研究は,鉄 生産技術の発展過程 の究明 とともに,遺 構 と
遺物 の復原そ して周辺地域への伝播 についての考察な どがある。 また,研 究の内容
も考古学的考察のみな らず,金 属学 的分析や炭素年代測定を援用す るな ど,一 応は
総合 的に行われてい ると言 える。
(1)製 鉄技術史の研究
前述 のよ うに中国 における製鉄 技術発 展過程 の研究は,楊 寛によって基礎的研究
がな され,そ の後北京鋼鉄学院冶金 史研 究室や河南省文物研 究所 によって補強 され
ている(17)。研究の視 点は概ね次の とお りである。
① 人工鉄の起源 について
北京科技大学 の韓汝竕は,紀 元前12世 紀に盛 んに鉄生産が行 われた地中海東岸
地域 の影響iを示唆 した うえで,紀 元前6世 紀か ら5世 紀の春秋戦 国時代 には,塊 煉
法に よる製鉄 が開始 された としてい る。塊煉法 とは,固 体直接還元法 とも呼ばれ る
もので,赤 鉄鉱 または磁鉄鉱 を原料 とし,椀 形 の炉 を用い,木 炭 を燃焼加熱す るこ
とによ り作 られた鉄 と定義 してい る。炉 内温度 は,約1,000℃ と低 く十分な還元雰
囲気は確保 できなかった とい う。 したがって,こ れ らの鉄器 には夾雑物が多 く,酸
化第一鉄(FeO)と 鉄カンラン石(2FeO・SiO2)が 常にみ られ ることが特徴 とい う(18)。
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② 銑鉄 の生産
韓汝竕 は,春 秋戦 国時代の鉄器 を分析 した結果,春 秋晩期には銑鉄が作 られた と
す る。 そ して,炉 体 を長 くす ることによる還元帯の改善 と送風技術 が銑鉄生産を可
能 に した とい う。 さらに,中 国において世界に先駆 けて銑鉄生産 がで きた背景 とし
て,伝 統 的な製 陶技術 と青銅 の鋳造技術が背景にある としている。
③ 脱炭技術 について
銑鉄 の生産 とほぼ同時 に白銑鉄 の焼 き鈍 し処理 技術 による可鍛 鋳鉄 が発 明 され
た とい う。洛 陽市水泥廠 出土の手斧 な どの金属学 的分析の結果,焼 き鈍 し処理に よ
って発生 した棉花状 の黒鉛 が確認 できた ことが根拠 とされている。紀元前4世 紀 頃
には,農 具や 工具 にまで焼き鈍 し技術が使 用 され,鉄 器 の利用範 囲が拡大 した とい
う。
また,銑 鉄 を加熱溶融 し,空 気 と撹拌す ることによ り酸化脱炭 し,鋼 をつ くる製
鋼 法いわゆ る 「炒鋼法」 も前漢時代 には確 立 した とされ る。
炒鋼 の狭雑物 は単相硅 酸塩 を主 とし,広 く薄 く,変 形 も大き く,比 較的均 等に分
布 するのが特徴 である。 來雑物 の成分 は,硅 素が多 く,カ リウム,マ グネシ ウム,
アル ミニ ウム等 の元素 も比較 的多 く見 られ る。 これは銑鉄 の製錬温度が塊戈法 より
やや高いため,炒 鋼過程 で耐火材料 に接触 した とき取 り込まれ たもの と思われてい
る。
図5瓦 房庄遺跡炒鋼炉 とその復原図(参 考1)
④ 鼠銑 鉄の生産
紀元前2世 紀頃,鋳 造時の膨 張率が比較的少 ない鼠銑鉄が生産 され,そ の鉄器が,
製鉄技術 に一大進展 をもた らした とされ る。河北省満城 漢墓出土の車錮,鍬 内笵,
鋤 内笵 は,片 状黒鉛パーライ トと塊状遊離セメンタイ トか らなる鼠銑組織で,中 国
で最古 の鼠銑鋳造品 と言 われ てい る。 車鋼 は比較的高い耐摩耗性 をもち,摩 擦抗力
も少 ない安定性のあ る器具 として使 用 され た。
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河 南省 南 陽,古 榮,鉄 生 溝,縄 池 等 の 漢 代 遺跡 か ら鼠 銑 の鋳 造 品 が 出 土 してい る。
縄 池 遺 跡 出土 の 鋤 刃鋳 型 は分 析 の結 果,硅 素0.27%,炭 素2.37%を 含 み,顕 微 鏡組
織 か ら鼠銑 で あ る と鑑 定 され た 。 鼠銑 鉄 は,鋳 型 焼 成 窯 な どで ゆ っ く り と冷 却 され
た と考 え られ て お り,焼 き鈍 し処 理 され た 可鍛 鋳 鉄 に球 状 黒 鉛 が 見 られ る のが 特徴
の 一 っ と され て い る。
⑤ 製 品 の 大型 化
9世 紀 か ら大 型 鋳造 品 が増 加 す る。鉄 の産 出 量 の 増加,鋳 造 技 術 の発 展,そ して,
仏 教 の盛 行 な どが 主 な 要 因 と考 え られ,梵 鐘,鉄 獅 子,鉄 像,鉄 塔 等 の鋳 造 品 が そ
れ を裏 づ け る。 河 北省 滄 州 の鉄 獅 子 は,現 存す る 中 国最 大 の鼠銑 鉄 鋳 造 品で あ る。
A.D.953年 に鋳 造 され た もの で,高 さ514m,長 さ5.3m,幅330m,重さ約40tで あ
る。分析 に よれ ば,化 学成 分 は炭 素4.0%,硅 素0.04%,マ ンガ ン0.2%,リ ン0.087%,
硫 黄0.022%で あ る。
ま た,木 炭 に代 わ り石 炭 が燃 料 ・還 元 剤 と して使 用 され るの は,唐 ・宋 時 代 以 降
と され る。宋 代 と され る洛 陽 出 土 の鉄 鋤 の金 属 学 的 分析 で は,リ ンが0.154%と 高 め
の数 値 を示 してお り,石 炭 の使 用 を示 唆 す る もの と考 え られ る(19)。
(2)遺 跡 の復原研究
1978年,河 南省博物館 と北京鋼鉄学 院な どによ り,古 榮鎮製鉄や 瓦房庄製鉄 遺跡
の炉,送 風 装置 そ して鋳型 の組み合 わせ方 などが総合 的に検討 されている(20)。その
後,こ の研 究成果 は,ほ とん ど修正 され ることな く今 日に至 っている と言 って差 し
支 えない。最近,李 京華 が古榮鎮製鉄遺跡 の炉,送 風装置,井 戸そ して鋳型窯な ど,
遺跡 全体の復原 を試み,そ の補完 的研究 を行ってい る(21)。
鞏県鉄生溝遺跡 の研究 では,製 鉄 炉が形状や 法量 ご とに分類 され,溶 炉,錬 炉,
脱炭炉な ど鉄製作技術 を考慮 した名称 が付与 され てい る。炭 素14年 代測定 なども実
施 してお り,科 学 的な肉付 けを行 っている。
図6古 榮鎮製鉄遺跡2号 炉復原 図(21)
296関 清
(3)遺 物 の研究
鉄器や鋳型 は,考 古学的観点か ら形式分類がな され,法 量 は正確 に記載 されてい
る。鉄器 の分類 は,農 具,工 具,車 具,武 器,容 器 な どに分類 されている。 とりわ
け農具の分類 では細分類 され,そ れぞれ に名 称が与え られてい る。鋳型 の組み合わ
せ の研 究は,資 料 に恵 まれた こともあ り,か な り緻密 に行われてい る。
また,こ れ らは金属学的な分析 も行 われてい るが,成 分分析 では主要元素 の表示
にとどま り,か つ顕微鏡組織写真 も代表的な ものが掲載 されてい る。
図7鉄 鐇 鋳 型 組 合せ 復 原 図(13)
(4)遺 物 及び技術の周辺地域への伝播 につ いて
図8漢 代鉄器の流通 と伝 播概念 図(22)
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李京華 は,棒 状 品鋳型や板状品 と周辺 か ら出土す る製 品の比較及 び鉄官銘 のある
製 品の出土地か ら,戦 国時代か ら漢代 には,合 理的な鉄生産 と流通が行 われていた
としてい る。また,漢 代第三鉄 官である鞏県鉄生溝 遺跡 で作 られた鉄鑵 が陝西省 隴
県 か ら出土 し,同 遺跡の鉄斧 が湖北省銅緑 山遺跡 の工具 として発 見 された こ とな ど
を根拠に,大 胆 な製品流通を論 じてい る。 因みに,北 部九州か ら出土す る板材 や棒
状品 の法量比較 か ら,朝 鮮 半島を経 由 して中国か らもた らされた可能性 を指摘 して
い る(22)。
域 国 和 扠 代 板 材 范 、 鉄 板 材 及 余 料 壊
1.板 材 萢(YZHT2② ・36)2・ 板 材 范(YZH采q1)3.板 材 范(山 西 禹 王)4。 板 材3式(T18
①A言132)5.板 材3式(T44①A・8>6.板 材3式(T48① み ・2)7・ 板 材3式(Tl8CA言
13)8.板 材(YZHT2② ・49)9,板 材(YZHT2② ・4$)10.極 材(YZHT2②329)11.板 材
4式(H7・8)12.板 材3式(T4①Aq33)13.板 材2式(T42①A・22)14 .板 材3式(T38
①A=59)15.板 材2式(T420A19>16・ 鼻 二 型3式(T17①A・1◎)17 、23、27、 赤 井 手33
住 居 迹18、19、20、21,22、25、26.三 云 番 上24.鳥 場 山DA-2(1、2、8-10.登 封 黷 城 載 函 冶
鉄 遺 址 ・3・.晒 夏 黐 王 城 膕 冶 鉄 遺 址 ・4、5、6、11、6.南 甑 虜 庄 繊 遺 址,17-27.日 本 国
九 州 板 材 余 料 壊)`
図9戦 国 ・漢 代鉄 板鋳 型 と製 品(22)
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3.課 題 と展 望
以上,中 国における製鉄遺跡 の概要 とそれ らの研 究の現状 を簡単 に紹介 した。 冒
頭 に述べた よ うに,こ れ らの検証作業 は,国 外であるこ とや指標 となる遺跡 と遺物
がか な りの時間を経 てい ることな どか ら,き わめて困難である と言わ ざるを得 ない。
しか しなが ら,将 来 両国の研究者 による討論会や共同研究の可能性 は十分 にあると
考 えてい る。 ここに,主 な課題 を提示 し,併 せて展望を述べ ることとしたい。
(1)製 鉄遺跡の研究について
製鉄遺跡研究の課題 は,炉 形 とその機能 との関係 を再検討す る必要がある と考 え
る。鞏県鉄 生溝遺跡 では,11基 の炉が検 出 され てお り,そ の内訳 は煉炉8基,鍛 炉
1基,炒 鋼炉1基 そ して退火脱鍛炉1基 である。 また,明 確 な炉 が検 出できなかっ
たが,炉 壁 の破片か ら熔炉の存在が明 らかに され てい る。 これ ら炉 の名称 を決 めた
根拠 は,必 ず しも機能論か ら適切で あるとは思えない。因みに,煉 炉 の説 明では,
炉の周辺 に炉壁や鉄塊が散在 していた ことが記述 され,炉 壁 な どに付着 した鉄塊や
鉄滓 の分析 が行 われていない ことか ら,ど の よ うな性状 の鉄 を作ったのかの再検討
が課題 とい えよ う。
また,炉 の構築は,先 ず地下に穴を掘 り,炭 と石英を含む土で作 られ た耐火煉瓦
で基礎 を作 る。次に厚 さ60cmの 耐火煉 瓦を積み上 げ,高 さ110cm,直 径200cmの
円筒形 の炉 を築いた こと,出 土 した炉壁 内面 には,溶 けた緑色のガ ラス質が認 め ら
れ た ことな どが記 され ている。溶炉(溶 解炉)の 説明で も,近 くか ら鋳造鉄器 が出
土 してい る ことや炉壁 の送風 口周辺が高温 になってい ることの説明が あるものの,
溶解 炉 と断定で きる根拠 が示 されていない よ うに思 える。
例 えば退火脱炭炉の説 明では,1975年 に李衆 とい うペ ンネームで発表 した反射 炉
を10年 後 には,河 南省 内の同様な遺構 との比較 の中で脱炭 炉 と訂正 してい る。これ
は,脱 炭炉 の耐火煉瓦の焼成色 と温度測定値 が900℃ 以下 と脱炭退化 の温度範囲内
にあ ることを根拠 としてい る。筆者 も1988年 と2000年 に同遺構 を実見 してい るが,
反論す る術 を持 ち合 わせていない。 印象 としては,炉 の概念か ら遥 かに遠 いものに
感 じた。 この よ うに,炉 の分類 にはい ささかの疑問を禁 じ得 ないが,繰 り返 し述べ
てい るよ うに今 は検証 の術がない。
遺構の検 討は,現 場 を見 るこ とが必須 である。今では,訪 中す ることは極 めてた
やすい こ とか ら,中 国の研究者 と連絡 を密 に し,発 掘調査 な どを相互 に見学でき る
ような環境 の醸成 が肝要 である と考 える。 また,我 が国で も実験操業 な ども盛んに
行 われてい る ところであるこ とか ら,将 来,日 中の研究者が共同で実験操業がで き
れ ば望外 の喜びで ある。
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(2)製 鉄技術史の研究 について
中国の製鉄技術発展史 の研究は,出 土遺物 の考古学的分析 と金属学的分析 の成果
が概 ね整合性 を保持 して いるよ うに思われ る。 この よ うな中で,中 国国内での際だ
った論争が ないの も事実 と思われ る。 そ して,銑 鉄の脆 さを克服す るための脱炭処
理技術 の推移が技術 の発展 と して評価 されてい る。つ ま り戦国時代 に銑鉄が作 られ,
後漢 時代 には脱炭炉 による可鍛鋳鉄や炒鋼法 による脱炭鋼 が発明 された ことによっ
て,鋼 の大量生産 と鉄器 の普及 が当時の社会 に大き く寄与 した とい うス トー リーが
描 かれてい る。
しか し,脱 炭技術 は,浸 炭技術 とともに熱 処理 技術 として高度 な技術で あ り,看
過 できない ことである。可鍛鋳鉄や炒鋼鉄の化学的裏 づけが大きな課題 になると考
える。金属学的分析 の多 くは,顕 微鏡組織 による解析 であ り,化 学的分析デー ター
は決 して多い とは言 えない。因みに,鞏 県鉄生溝遺跡 出土遺物の化 学分析報告が行
われ たのは2点 のみで あ り,よ り定性 的かつ定量的な分析試料の蓄積 の うえでの検
討 が望まれ る。
このよ うな中で大澤正 己は,日 本列 島か ら出土す る弥生時代鉄器 の金属学的分析
か ら,可 鍛鋳鉄の存在 を指摘 してい る(23)。このこ とは,周 辺地域 か ら中国における
熱処理技術 を検証 した ことで もあ り,今 後の東 アジアの製鉄技術発展史 を考える う
えで,新 たな契機 とな る とともに,今 後の展 望を示唆す るもの と考 える。
図10李(3)を 大 澤(参 考 文 献8)が 一部 改 変
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(3)戦 国時代か ら後漢の鉄製 品の検討(別 表7-1.2参 照)
鹿楼製鉄遺跡 は,戦 国 中期,戦 国晩期そ して前漢 と三つの製鉄遺跡に分層 され る
遺跡であ る。 これ ら層位 ごとに出土鉄製品の検討 を加 え,そ の傾 向を分析 してみた
い。併せて,後 漢初期 とされ る鞏県鉄生溝遺跡 の鉄製品 を解析す るこ とに よ り,戦
国時代か ら後漢 までの鉄製品の傾 向を抽出 してみる。
鹿楼製鉄遺跡 では,戦 国中期か らの鉄製品の出土はな く,す べて鋳型 のみで ある。
戦 国晩期 では,製 鉄 に関す る遺物の うち約32%が 鉄器で あ り,前 漢代 では鉄器 が
49%を 占め る。また,主 に後漢時代に操業 された とされ る鉄生溝製鉄遺跡で は,197
点の鉄器が残 され ている。 とりわけ,余 料鉄板,鍛 造条材,鉄 塊,残 鉄(鉄 片)が
50%を 占めることは,注 目に値する。
このことは,時 代 が下降す るにつれ,製 鉄遺跡 に残 された鉄製 品が多い ことを示
してお り,鉄 器 の生産量 の増大 を背景 とした周辺域へ の鉄器及び素材 の供給体制 が
整 え られてい く過程 を示唆す るもの と考 え られ る。
また,遺 跡 に残 され た鉄片や棒状品は,未 加 工である確率が高 く,素 材 としての
情報 をそ のまま残 している可能性があ り,李 京華 も比較検討 し,そ の類似点 を指摘
している(22)。筆者 も別表6に 示 した ように,素 材等の法量分布 を比較 してみた とこ
ろ,遺 跡 の性格や地域 によってその分布域 に差異 を指摘 できる可能性 があるこ とか
ら,研 究素材 として有効 な方法 と考 えている。
(4)製 鉄燃料 につ いて
中国では,戦 国時代及び漢代 には木炭が製鉄燃料 として使 用 されていた。しか し,
10世 紀には石炭が使用 され始 めた とされ る。これ はイオ ウ印画検査法 によって出土
した鋳鉄や貨 幣を分析 して明 らかに されている。石炭 にはイオ ウ,リ ンな どの不純
物が多 く含 まれ,通 気性が悪 く,加 熱す ると砕 けやすいた め,煉 炉 の原料層を塞 い
で製錬の順調 な進行 を妨げ る恐れ があることか ら,合 理的な燃料 とい うこ とはでき
ない。石炭 の使用 には深刻な炭材 の不足が背 景にあった とい う。
また,製 鉄燃料 を考 える うえで最 も大 きな課題 が木炭窯の ことである。漢代の古
榮鎮製鉄遺跡 や鞏 県鉄生溝遺跡では,炉 壁や鉄滓 の中に木炭 を確認 しているこ とか
ら,木 炭が燃 料 として使用 された ことは確実であ る。 とすれ ば,こ れ らの木炭 を焼
成 した窯が存在 して しかるべ きであるが,現 在 の ところそ の報告がない。 日本列島
では,製 鉄炉 と木炭窯 がセ ッ トで存在す るのが一般 的であ り,韓 国検 丹里遺跡か ら
も横 口式炭窯が確認 されてい ることもあ り,中 国で も早晩発見 され るもの と考 えて
いる。 中国で木炭窯が発見 されれば,新 た な比較検討材料 が存在す ることとな り,
飛躍 的な研 究 も期待 できよ う。
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上記,以 外 に次の文献を参考 とした。
(参 考 文 献)
1.李京華 ・陳長 山1995『 南陽漢代冶鉄』 中州古i籍出版社。
2.たた ら研究会1993『 国際シンポジウム東アジアの古代鉄文化一 その起源 と伝播一 』。
3.古代 を考 える會1984『 古代鉄生産 の検討』古代 を考 える36。
4.関清1992「 日本海 沿岸 にお ける鉄 生産 の諸問題 」『日本海 をめ ぐる生産 と交易』 日本海文
化 を考 え る富山シンポジ ウム。
5.関清1995「 鉄 と鉄器の製作」『しにか』1995-7,大 修館書店。
6.大澤正 己2003「 山陰地方 におけ る弥生 ・古墳時代 の鉄 ～金属学的見地か らのアプ ローチ～」
『鉄 の歴 史一 その技術 と文化一 フォー ラム論文集』(社)日 本鉄鋼協会社会鉄鋼部会。
7.大澤正 己1984「 冶金学的見地か らみた古代製鉄」『古代鉄生産の検討』古代を考 える會。
8.李京華(吉 原道夫訳)2000「 中国秦 漢以前の溶解炉 と送風器 」『日本鉱業史研究』No.39,
日本鉱業 史研 究会。
9.大澤正 己2000「 弥生時代 の初期鉄器 文化 〈可鍛鋳 鉄 ・鋳鉄脱炭鋼 ・炒鋼〉～金属学的調査
か らのアプ ローチ～」『日本鉱 業史研究』No.39,日 本鉱業史研 究会。
10.中 山光夫2000「 中国 と日本の溶解炉3一 考古資料 に見 られ る溶解炉一 」『日本鉱業史研究』
No.40,日 本鉱 業史研究会。
11.関清2005「 中国の製鉄遺跡研究 の現状 と課題一 主に河南省 を中心 に一 」『鉄 の歴 史一 そ
の技術 と文化一 フォーラム 「中国製 鉄史」研究 グループ第2回 例会予稿集』(社)日 本鉄
鋼 協会社会 鉄鋼部会。
※本稿 は,2005年5.月21日 に社 団法人 日本鉄鋼協会社会鉄鋼 部会 「鉄の歴史一 その歴史 と




No. 遺 跡 名 所在地 年代 調査又は発見年 盆な遺構 主な遺物 出 典 備 考
1 倉城鋳鉄遺跡 河南省新鄭 戦国 1964 溶炉・拱笵炉
鉄 製工 具 ・陶笵 ・石 范 ・鋤
・鍬 ・鎌 ・鍬先 ・鑿 ・刀子
《文物試料刊》
第三文物出版社1980 約4万 ㎡
2 古洞溝製鉄遺跡 河北省興隆 戦国 1953 鍬 ・鍬 先 ・鎌 ・鑿 ・車具・鉄 范(最 古)
《考古通訊》
1978年 第1期
3 告成製鉄遺跡 河南省登封 戦国 拱笵窯 ・
井戸
鋳型 ・炉壁片 ・送風管 ・鉄器 《登封王城崗与陽城))
文物出版社1992
4 城内製鉄遺跡 河南省淇県 戦国 炉壁片 ・送風管 ・煉渣 《河南考古四十年》
河南省人民出版社1994
5 故城製鉄遺跡 河南省上蔡 戦国 炉壁片 ・鋳型 ・煉渣 ・陶片 《河南考古四十年》
河南省人民出版社1994
6 楊庄製鉄遺跡 河南省西平 戦国～
漢代




7 付庄製鉄遺跡 河南省西平 戦国～
漢代
炉壁片 ・煉渣 ・陶片 《河南考古四十年》
河南省人民出版社1994
8 酒店製鉄遺跡 河南省西平 戦国～漢
1980
年 代
溶炉 陶片 ・煉渣 《文物考古工作三十年》
文物出版社1979,関2001
9 許溝製鉄遺跡 河南省舞鋼 戦国～漢 炉壁片 ・煉渣 ・鉱石 ・石范・陶片
《中国冶金史料》
1990年4期
10 溝頭趙製鉄遺跡 河南省舞鋼 戦国～漢 炉内鉄塊 ・煉渣 《中国冶金史料》1990年4期
11 謹庄製鉄遺跡 河南省舞鋼 戦国～漢 ● 炉壁片 ・煉渣 ・鉱石 ・陶片 《中国冶金史料》1990年4期
iz 屹撹趙製鉄遺跡 河南省舞鋼 戦国～漢 炉壁片 ・煉渣 ・鉱石 ・陶片 《中国冶金史料》1990年4期
13 尖山鉄砿遺跡 河南省舞鋼 戦国～漢 砿石 ・砿渣 ・陶片 《河南考古四十年》
河南省人民出版社1994
14 鉄山廟鉄砿遺跡 河南省舞鋼 戦国～漢 砿石 ・砿渣 《河南考古四十年》河南省人民出版社1994
15 故県製鉄遺跡 河南省鶴壁 戦国～漢 拱笵窯 炉壁片 ・煉渣 ・陶范 ・陶瓦片 《農業考古》1991年3期
16 故城製鉄遺跡 河南省固始 戦国～漢 炉壁片 ・煉渣 ・陶范 ・陶片 《河南考古四十年》河南省人民出版社1994
17 漢城製鉄遺跡 河南省宜陽 戦国～漢 炉壁片 ・煉渣 ・陶片 《河南考古四十年》河南省人民出版社1994
18 故城製鉄遺跡 河北省邯鄲 戦国～漢 煉渣 ・鋳型 ・陶片 《河南考古四十年》
河南省人民出版社1994
19 禹王城製鉄遺跡 山西省夏県 戦国～漢 炉壁片 ・煉渣 ・鋳型 ・鉄器・陶片
《河南考古四十年》
河南省人民出版社1994
2a 北関製鉄遺跡 山東省魯故城 戦国～漢 煉渣 ・焼土 ・鉄塊 ・陶片・炭灰
《河南考古四十年》
河南省人民出版社1994
2i 立新聯中製鉄遺跡 山東省魯故城 戦国～漢 製鉄炉













23 函谷関製鉄遺跡 河南省莢宝 漢 炉壁片 ・煉渣 ・鉄器 《河南考古四十年》河南省人民出版社1994
24 孤灯製鉄遺跡 河南省新安 漢 炉壁片 ・煉渣 ・鉄笵 ・陶瓦片 《河南考古四十年》河南省人民出版社1994
25 正陽地製鉄遺跡 河南省林県 漢 炉壁片 ・煉渣 ・砿石 ・送風管・砿粉 ・陶片
《河南考古四十年》
河南省人民出版社1994
26 付庄製鉄遺跡 河南省淇県 漢 炉壁片 ・范片 ・煉渣 ・陶片 《河南考古四十年》河南省人民出版社1994
27 夏店製鉄遺跡 河南省汝州市 漢 煉渣 ・鉄器 ・陶片 《河南考古四十年》河南省人民出版社1994
zs 笵故城製鉄遺跡 河南省汝州市 漢 煉渣 ・鉄器 ・炉壁片 ・陶片 《河南考古四十年》河南省人民出版社1994
zs 古榮鎮製鉄遺跡 河南省鄭州 漢 1975 溶炉2・ 拱
笵炉 ・井戸





















No. 遺 跡 名 所在地 年代 調査又は発見年 主な遣構 主な遺物 出 典 備 考
31 多泉鉄砿遺跡 河南省鞏義市 漢 砿井 鉄錘 ・鉄斧 ・五銖銭








33 鹿楼村製鉄遺跡 河南省鶴壁 漢 1960 溶炉13 鉄鉱石 ・木炭 ・送風管 ・炉壁・洪笵 ・工具 《考古》1963年 第10期
34 招賢村鋳造遺跡 河南省混県 前漢 1974 笵炉1 鋳型400組 以上 《漢代畳鋳》文物出版社1978年
青銅器が主
1万 ㎡
35 桐柏毛集郷鉄山廟製鉄遺跡 河南省南陽 漢
1950
年代
煉炉 炉壁片 ・煉渣 ・送風管 ・陶片・瓦片
《華夏考古》
iss2年1期 4万 平方㍍
36 鉄炉溝製鉄遺跡 河南省登封 漢 炉壁片 ・煉渣 《河南考古四十年》河南省人民出版社1994





後漢 炉壁片 ・煉渣 ・砿石 ・陶片
《河南考古四十年》
河南省人民出版社1994























43 禹州市製鉄遺跡 河南省禹州市 漢 r川」字鉄言 ・鋒 《河南考古四十年》河南省人民出版社1994
44 商水故城製鉄遺跡 河南省商水 漢 炉壁片 ・煉渣 ・笵 ・陶片
《河南考古四十年》
河南省人民出版社1994
45 望城崗製鉄遺跡 河南省魯山 漢 煉炉基 炉壁片 ・煉渣 ・陽一笵・陶製送風管片 ・陶瓦片
《河南考古四十年》
河南省人民出版社1994
46 馬楼製鉄遺跡 河南省魯山 漢 炉壁片 ・煉渣 《河南考古四十年》河南省人民出版社1994
47 趙河製鉄遺跡 河南省方趙河 漢 炒鋼炉 《河南考古四十年》河南省人民出版社1994




鉱石 ・炉壁片 ・煉渣 ・送風管




煉炉2 鉱粉 ・炉壁片 ・煉渣 ・送風管・陶片 ・瓦片 《考古》1982年 第3期 4万 平方㍍










遺跡 河南省南陽 漢 砿洞 砿石 ・鉄斧
《河南考古四十年》
河南省人民出版社1994
54 桐柏鉄山製鉄遺跡 河南省南陽 漢




55 縄池鋳鉄遺跡 河南省縄池 漢～魏 1974 穴蔵 鉄器400点 以上(縄池軍園の
銘有 り)・退火炉材 ・焼結鉄
《文物》1976年 第8期 5万5千 ㎡
56 鉄門鎮遺跡 河南省新安県 漢～魏 鉄渣 《河南考古四十年》
河南省人民出版社1994










58 阿基克製鉄遺跡 新彊洛浦 漢～唐 1958 採鉱址 ・
錬鉄址
石鑿 ・石鎚 ・送風管 ・五珠銭
(漢)・ 大歴通宝銭(唐)
《文物》1960年 第6期
59 亀茲製鉄遺跡 新彊車庫 漢 1958 錬鉄用小坩堝 ・鉄鉱石 ・煉渣・送風管 ・灰陶三耳壺 《文物》1960年 第6期





















64 鉄牛溝製鉄遺跡 河南省林県 宋 1976 錬鉄炉11 《中国冶金簡史》科学出版社1978年
内径0.9
^一2.5m
65 申村製鉄遺跡 河南省林県 宋 炉基 鉱粉 ・炉壁片 ・煉渣 ・陶瓷片 《河南考古四十年》
河南省人民出版社1994
ss 太山廟製鉄遺跡 河南省南召 宋 炉址 煉渣 ・砿石 ・陶器 《河南考古四十年》河南省人民出版社1994
67 楊樹溝鉄砿遺跡 河南省南召 宋 砿井 鉄 鏤 ・鎬 ・錘 ・剣 ・陶 器 《河南考古四十年》河南省人民出版社1994
68 拐角鋪製鉄遺跡 河南省南召 宋 炉壁片 ・煉渣 ・陶瓷片 ・鉄器 《河南考古四十年》
河南省人民出版社1994
69 石村鉄砿址 河南省林県 宋 砿洞・巷道 鉄錘 ・鏃 ・鉄鍋 ・瓷器
《河南考古四十年》
河南省人民出版社1994
70 申家溝鉄砿址 河南省林県 宋 砿洞 砿石堆 ・鉄錘 ・鏃 ・鉄鍋・煉渣
《河南考古四十年》
河南省人民出版社1994
71 東街鉄砿址 河南省林県 宋 砿洞 砿 粉 ・錘 ・鏃 ・钁 《河南考古四十年》河南省人民出版社1994





















75 告城冶上村製鉄遺跡 河南省登封 宋～清 煉炉




76 粉紅江製鉄遺跡 河南省安陽 宋～清 炉址 砿石 ・煉渣 ・炭屑 ・陶瓷片 ((河南考古四十年》河南省人民出版社1994
77 榮陽村鋳鉄遺跡 河南省榮陽村 元 炉壁片 ・煉渣 ・坩堝 ・銅模 《河南考古四十年》河南省人民出版社1994





遺跡 黒竜江省阿城 金 1962
錬鉄炉
50余
鉄鉱石 ・鉄塊 ・木炭 ・煉渣
・銅銭(宋)・ 陶片(金) 《考古)>1965年 第3期








赫編号 原 号 炉 形
尺 寸(米)・
位 畳 及 用 途
長 寛 高
1 T2炉1 T2炉1 長方形 1.33 o.s2-o.s 位 于 丁2西 部,熄 炉,:力 炉 基尺 寸
2 T2炉2 T2炉2 圓-形 内径L15 位于T2中 部,熄 炉
3 T2炉3 T2炉3 一k方形 1.3 i.0 位于T2北 部,蘇 炉
4 T20炉4 炉18 園 形 内径2.0 残1.10 位干T2京 逸28米 梵,嫁 耕
5『 T3炉5 T3炉5 國 形 炉 鷹 内径1.65 位予T3西 北部,炉1iﾟ有 厚6厘 米鉄渣,熄炉
s T4炉6 T4炉6 圓 形 炉 底 内径2.0 位于丁4南部,熄 炉
7
幽
T20炉7 炉19 圓 形 残径1.08 位子T2末 迦9米 姫,熄 炉
8 T12炉8 T12炉16 圓 形 径2.0 残L5 位 于 丁12酋 部,熄 炉
9 炉9 炉17 櫞國形 b.3? 0.28 0.15 位于遺址中部正北150米 妊,炒 鋼炉
10 T4炉10 T4炉20 方 形 o.sa a.36 0.24 T4西 南角妊,鍛 炉
11 T12炉11 T4炉15 長方形 1.47 a.ss 0.80 T12北 中部,退 火脱磯炉
別表3鞏 県鉄生溝及び古榮積鉄成分分析表
序 号 祥 品 鯖 号 取祥位畳
元 素%
出土 地 点





T12料 抉 1.2.88 0.23玉 0.017 0.024 o.oz2 帆,具鉄 生 洶
z T1322 T1料:決 0.048 2.35 微 0.154 0.0ユ2 帆具鉄生洶
3 一 一号 枳 鉄 鉄口方向 3.97 0.28 a.sa 2.264 O.078 郊洲古蒙
4 鉄口対面 4.52 0.19 o.2a 0.239 o.iil 鄭州古蒙
J 一 号7"A鉄 料 瘤 下部 i.45 0.35 0.14 0.121 0.025 郊州古蒙
6 5 上部 O,73 O.07 o.os 0.057 0.034 郊州古菜
7
勧
五号枳鉄 北部 3.53 O.16 0.15 O.378 0.065 美ﾟ州古 菜
-




SiO2 A120, CaO :MgO MnO FeO S
1 53.74 12.ユ4 22.? 2.52 0.63 3.74 O.II4
2 54.52 13.23 24.0 2.0? 0.34 2.44 0.172
3 51.52 11.85 27.5 z.s1 0.39 1.5ユ 0.172
4 49.1& i1.m 25.6 2.66 0.34 4.10 0.450





名 称 白q鉄 茨C1鉄 可鍛鋳鉄 脱磯祷鉄 裘面脱蕨及縛鉄脱磯鋼 炒 姻 数量(件)
鉄 僻 6 2 2 10
鉄 鋒 3 4 1 3 11
犁 鏡 1 1
一宇 爵 1 1 1 3
鉄 鋤 2 1 1 4
六角鋤 1 1
双歯钁歯 ・ 1 1 2 4
鉄 钁 2 2
鉄 鱗 2 F 2
鉄 轡 1 1
鑑形鉄器 1 1
鉄 刀 1 2
鉄 釘 2 2
鉄 坏 1 1
鉄籠美 ヱ 1
鉄 釧 1 1
弩机板机 1 1
鉄鋤柄 1 1
残鉄器 1 1 2 4
漉 口鉄 層 1 1
一字雷鉄笵芯 1 1
鉄 快 2 2
鉄 板 5 4 1 1 3 14
鉄 片 1 ヱ
鉄 条 1 1 2
小 汁 19 8 15 3 14 14 73
占栓験鉄器恵数『的百分比








別表7-1鶴 壁市鹿楼遺跡 出土鋳型 ・鉄器等一覧
戦国中期 戦国晩期 西漢
区分 名称 点数 o/a 区分 名称 点数 % 区分 名称 点数 %
炉壁 0 炉壁 0 炉壁 0
送風管 0 送風管 0 送風管 0
鋳型 単钁 43 38%鋳型 単钁 1 8%鋳型 単钁 3 17%
単钁蓋 37 33% 単钁蓋 1 8%
双钁 6 5% 双钁 5 38% 双钁 4 22%1
双钁蓋 1 1% 双钁蓋 1 8% 双钁蓋 1 6%
钁芯 12 11% 钁芯 1 6%
斧 3 3% 斧 1 6%
斧蓋 2 2% 斧蓋(板) 1 6%
斧芯 2 2%
スコツプ 1 1%





鋤 z 15ｰ/a 鋤 2 11%
鋤蓋 1 8% 鋤蓋 1 6%
帯鈎 1 6%
計 112 100% 計 13 100 計 18 100
鉄器 x 鉄器 鐇 2 33%鉄器
スコツプ 1 17% スコップ 1 6%


















別表7-2鞏 県鉄 生溝 遺跡 出 土鉄器 一覧(ミ漢初期)




犂27・ 犂鏡1・ スコップ25・ 鍬9
手工業工具 13 12%
錘3・ 楔1・ 鑿2・ 手 斧7
生活用工具 39 20%1 刀3・ 釘30・ 鈎3・ 鼻2・ 釜1
兵器 3 2% 剣 ・箭頭 ・弩
板材・鉄片 50 25% 鋳鉄板・鉄塊・鍛造条材等
計 197 100%
